
【アンケート回答前にご確認いただきたいこと】  

この度は、日本病院薬剤師会第 5 小委員会主催のアンケートにご協力いただきありがと

うございます。ご回答いただく際に、下記、ご確認の上、回答をお願いします。 

 

①同一施設での重複回答を確認するために医療機関コードの入力をお願いしています。事

前にご確認ください。 

処方箋発行医療機関コード：日病薬現状調査の施設 ID と同じ. 以下 URL で検索可能 

https://www.iryokikan.info/search/ ） 

 

②薬剤師数などの現状は、2020 年 6 月の状況を入力してください（日病薬の現状調査と同

一データをご使用ください）。 

 

③以下よりアンケートの全体を PDFで印刷可能です。事前に回答を作成いただくと、アンケ

ート入力がスムーズに行えると思いますのでご活用ください 

（URL：                                  ） 

 

 

注：「薬剤師以外の者」は薬剤部(または薬局)に所属している，薬剤師資格を有さない者で，薬剤師の

補助業務にあたる者のことです．ただし，薬剤師以外の者が薬剤部長である場合を除きます．また，SPD 

(Supply Processing and Distribution）等の外部業者は含めません．SPD については別途質問をさせて

いただいております． 

 

アンケートでは，薬剤師以外の者を「非薬剤師」と示しております．また，非薬剤師は担当している業務

ごとに以下のように分類しております． 

・薬剤助手：薬剤部内業務（調剤補助等）の業務を行っている者 

・事務系非薬剤師：薬剤師の補助業務以外の業務にあたる非薬剤師．または，管理職業務の補助

を担当する者． 

 

  



アンケート 

 

【基本情報】についてお聞きします 

（診療実績情報の入力がありますので、予め設問を確認した上でご回答下さ

い） 

⚫ 病院名  （          ） 

⚫ 医療機関コード（7 桁）（         ）  

（処方箋発行医療機関コード． 日病薬現状調査の施設 ID と同じ．以下 URL で検索可

能 https://www.iryokikan.info/search/ ） 

） 

⚫ 所在地  （    ）都道府県名を記入してください 

⚫ 病院種別  □特定機能病院 

□一般病院（許可病床数で，一般病床を 80%以上有する）   

□療養型病院（許可病床数で，療養病床（医療型+介護型）を 80%以

上有する） 

□精神科病院（許可病床数で，精神病床を 80%以上有する）   

□上記以外の病院（ケアミックス）  

⚫ 病床数  (      ) 床 

⚫ 薬剤師数 （部外に専従として出向している薬剤師も含む．GRM（General Risk 

Manager）や治験専従など） 

  □ 常勤    名  

□ 研修薬剤師（レジデント等）  名 

□ 非常勤  フルタイム    名 

    パート       名 

□ 欠員数（定員に対して） 

⚫ 薬剤部門に所属している非薬剤師（薬剤助手，事務系非薬剤師）の数 

（外部委託業者は含めない） 

  □常勤     名  

□非常勤   名 

⚫ 日勤帯の薬剤部内業務(調剤業務，注射業務，混注業務，薬剤関連の事務業務)

に従事する１日あたりの薬剤師数（病棟業務は含めない）       名 

  

 

2020 年 6 月の業務量および算定件数をご回答ください． 

⚫ 病棟薬剤業務実施加算算定１  □あり（    件）   □なし  

https://www.iryokikan.info/search/


⚫ 病棟薬剤業務実施加算算定２  □あり（    件）   □なし 

⚫ 薬剤管理指導算定件数    380 点（  件） 325 点（  件）  

⚫ 処方せん枚数  入院   （       ）枚 

    外来（院内処方）  （       ）枚 

⚫ 無菌製剤処理料１算定 （      ）件（閉鎖式接続器具の使用の有無

は問わない） 

⚫ 無菌製剤処理料２ （      ）件 

 

調査対象期間（2020 年 6 月中）に COVID-19 の患者受入を行っていましたか？   

□はい    □いいえ 

 

上記業務量または算定件数は COVID -19 感染蔓延前（2020年１月以前）と比較して実

績に影響が出ましたか？ 

⚫ 病棟薬剤業務実施加算算定１  □増加した □変わらない □減少した   

⚫ 病棟薬剤業務実施加算算定２  □増加した □変わらない □減少した 

⚫ 薬剤管理指導算定件数     □増加した □変わらない □減少した 

⚫ 処方せん枚数    □増加した □変わらない □減少した 

⚫ 注射せん枚数    □増加した □変わらない □減少した 

⚫ 抗がん剤調製件数   □増加した □変わらない □減少した 

⚫ 無菌調製調製件数    □増加した □変わらない □減少した 

 

 

チームへの参画 担当している人数（専任，兼任含む）をお答えください 

⚫ 緩和ケアチーム  （     ）人  

⚫ 感染対策チーム  （     ）人  

⚫ 抗菌薬適正使用支援チーム  （     ）人  

⚫ 栄養サポートチーム   （     ）人  

⚫ 褥瘡管理チーム  （     ）人  

 

⚫ 調剤機器の導入の状況 

・散剤分包機           □あり（   台）    □なし 

・軟膏混合機           □あり（   台）    □なし 

・一包化機器           □あり（   台）    □なし 

・自動注射調剤機器       □あり（   台）    □なし 

・自動調剤機器（内服薬）  

自動散剤分包機（計量と分包を自動で行う） □あり（   台）    □なし 



自動水剤調剤機器   □あり（   台）    □なし 

PTP シート払出し機  □あり（   台）    □なし 

・抗がん剤調剤ロボット     □あり（   台）    □なし 

・調剤鑑査機器 

一包化識別支援装置  □あり（   台）    □なし 

最終鑑査支援装置  □あり（   台）    □なし 

・抗がん剤計量鑑査      □あり（   台）    □なし 

・返品管理装置 

 一包化錠剤仕分け装置  □あり（   台）    □なし 

 注射薬返品自動仕分け装置   □あり（   台）    □なし 

・その他の調剤機器       □あり    □なし 

 （ありの場合の詳細:                              ） 

 

 

 

 【現在の薬剤部門の非薬剤師の状況】についてお聞きします． 

薬剤助手，SPD，事務系非薬剤師に分けて質問いたします． 

薬剤助手および SPD は薬剤師の業務補助業務にあたる者，事務系非薬剤師は薬剤師

の補助以外の業務にあたる者，または，管理職業務の補助を担当する者と定義します． 

 

1） 薬剤助手（薬剤部内業務（調剤補助等）の業務を行っている非薬剤師） 

 □いる（     ）人   □いない 

1-1) 「いる」場合の雇用形態（複数回答可） 

 □常勤職員    □非常勤職員（パート・派遣等）   □委託業者 

 □その他 

1-2) 「いる」場合の，薬剤助手を対象とした研修について（院内スタッフに義務付けられて

いる研修（医療安全、感染管理）は除く） 

 □実施している  □実施していない 

1-3) 0402 通知後に新たに研修を実施しましたか？(薬剤助手増員の有無に関わらず) 

□実施した □検討中 □実施の予定なし 

1-4) 上記質問 1-2または 1-3で，「実施している」，「実施した」場合，どのような研修を実

施していますか？ 

自由記載（                                          ） 

 

1-5) 「いる」場合の業務内容（複数回答可） 

 □処方せんに基づいて錠剤等を集める 



 □処方せん以外の集計表等に基づいて錠剤等を集める 

 □調剤補助業務（一包化や散剤分包準備など） 

 □注射自動調剤機器への注射剤の補充 

 □注射処方せんに基づく注射剤の準備（個人セット） 

 □集計表等に基づく注射剤の準備 

 □内服・外用剤、注射剤の在庫管理（薬剤部内所定場所への補充） 

 □内服・外用剤、注射剤の卸への発注業務 

 □薬剤部門内の事務作業 

 □麻薬帳簿記載など薬剤師業務の補助作業（調剤を除く） 

 □医薬品の病棟・外来等への搬送 

 □医薬品の病棟・外来等の医薬品の定数管理・補充 

 □その他（具体的に                                    ） 

1-6) 上記業務の手順書はありますか？ 

 □はい  □いいえ 

1-7) 「いない」場合の理由（複数回答可） 

 □雇用したいが病院の許可が下りない 

 □雇用の必要性がない 

 □雇用すると薬剤師の人員を減らされる可能性がある 

 □その他（具体的に：                                ） 

 

2） SPD 導入 

＊SPD 導入は薬剤部門での医薬品業務に関与している場合を示します 

 □いる（     ）人   □いない 

2-1) 「いる」場合の業務内容（複数回答可） 

 □処方せんに基づいて錠剤等を集める 

 □処方せん以外の集計表等に基づいて錠剤等を集める 

 □調剤補助業務（一包化や散剤分包準備など） 

 □注射自動調剤機器への注射剤の補充 

 □注射処方せんに基づく注射剤の準備（個人セット） 

 □集計表等に基づく注射剤の準備 

 □内服・外用剤、注射剤の在庫管理（薬剤部内所定場所への補充） 

 □内服・外用剤、注射剤の卸への発注業務 

 □薬剤部門内の事務作業 

 □麻薬帳簿記載など薬剤師業務の補助作業（調剤を除く） 

 □医薬品の病棟・外来等への搬送 

 □医薬品の病棟・外来等の医薬品の定数管理・補充 



 □その他（具体的に                                    ） 

 

2-2) 「いない」場合の理由（複数回答可） 

 □雇用したいが病院の許可が下りない 

 □雇用の必要性がない 

 □雇用すると薬剤師の人員を減らされる可能性がある 

 □その他（具体的に：                                ） 

 

3) 事務系非薬剤師（薬剤師の補助業務以外の業務にあたる非薬剤師） 

 □いる（    ）人     □いない 

3-1) 「いる場合」の雇用形態（複数回答可） 

 □常勤職員    □非常勤職員（パート・派遣等）   

 □その他 

3-2) 「いる」場合の業務内容（複数回答可） 

 □薬剤部門内の事務作業 

 □麻薬帳簿記載など薬剤師業務の補助作業（調剤を除く） 

 □調剤補助業務（計数等） 

 □その他（具体的に：                                ） 

3-3) 「いない」場合の理由（複数回答可） 

 □雇用したいが病院の許可が下りない 

 □雇用の必要性がない 

 □雇用すると薬剤師の人員を減らされる可能性がある 

 □その他（具体的に：                                ） 

 

 

【今後の非薬剤師の雇用】についてお聞きします 

1) 薬剤助手、事務系非薬剤師、SPD の増員・新規雇用の有無 

 □増員予定がある 

 □増員要望をしている(予定がある) 

 □現状維持 

 □減員予定 

 □未定 

 1-1) 「増員」予定の場合の増員職種（複数回答可） 

 □事務系非薬剤師 

 □薬剤助手 

 □SPD 



 □その他（                                      ） 

 1-2) 「増員」予定の理由（複数回答可） 

 □病棟薬剤業務実施加算の開始・拡充・維持のため 

 □薬剤管理指導業務件数増加のため 

 □医師や看護師業務の一部を薬剤師が実施するため 

 □「0402」通知で非薬剤師ができる業務が明確になったため 

 □薬剤師を募集しても人員が確保できないため 

 □薬剤師を減員して非薬剤師を増やすように病院から指示されているため 

 □薬剤師の業務負担を減らす（残業を減らす）ため 

 □その他（                      ） 

 

 1-3) 「減員」予定の場合の減員職種（複数回答可）＊業務縮小を含む 

 □事務系非薬剤師 

 □薬剤助手 

 □SPD 

 □その他（                                      ） 

 1-4)「減員」予定の理由 

 □経費削減のため 

 □「0402」通知で薬剤師でないとできない仕事を行っていたため 

 □薬剤師を増員したため 

 □その他（                                           ） 

 

【将来の展望】についてお聞きします 

 （このセクションの質問の回答は、回答者の私見で構いません） 

 1) 非薬剤師の雇用は今後どうしたいと思いますか？ 

 □増員したい 

 □現状維持 

 □減員したい 

 □わからない 

 2)「増員」する場合、日本病院薬剤師会に期待することは何ですか？（複数回答可） 

 □薬剤師による業務拡充のデータ集積・開示 

 □非薬剤師雇用による病院経営への貢献に関するデータ 

 □業務範囲に関する標準手順書の作成 

 □非薬剤師の教育に関する指標の作成 

 □調剤補助業務の範囲拡大の関係省庁への要望 

 □必要な研修内容の整理 



 □その他（                                            ） 

3)「非薬剤師」の雇用拡大は病院薬剤師の減員につながると思いますか？ 

 □思う 

 □思わない 

 □わからない 

4)非薬剤師の業務拡大でタスクシフトは進むと思いますか？ 

 4-1)薬剤師から非薬剤師へのタスクシフト 

 □進むと思う 

 □進まないと思う 

 □わからない 

 4-2)医師から薬剤師へのタスクシフト 

 □進むと思う 

 □進まないと思う 

 □わからない 

 

5）4-1)または 4-2)で「進まないと思う」と回答した場合 

 5-1） 4-1)で「進まないと思う」場合，薬剤師から非薬剤師へのタスクシフトが進まない原

因は何が考えられますか？ 

□非薬剤師雇用の経営的なメリットを提示できない 

□病院の経営状況のため非薬剤師でも雇用者増のリスクを冒せない 

□非薬剤師が薬剤を扱うことに対する医療安全上の問題がある 

□その他 （       ） 

 

 5-2） 4-2)で「進まないと思う」場合，医師から薬剤師へのタスクシフトが進まない原因は

何が考えられますか？ 

□医師の理解がない 

□薬剤師の底上げが必要である 

□薬剤師の業務負担増加が問題 

□その他 （       ） 

 

最後に 

現在の業務量に対して，薬剤師数は充足していると思いますか？ 

 □充足している  □不足している 

 

不足している理由をご回答ください．（複数回答可） 

 □定員が不足している 



 □定員が充足していない（募集しているが応募がない） 

 □産休・育休，病休等の都合 

 □働き方改革による有給取得 


